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Yoshinori Kyotani, Triumphal Arch and Tableau Vivant
第六章以降では、明治期以降の日本において、仮設凱旋門と活人画という二つのもの
が浸透していくその過程が詳述される。当初、仮設凱旋門は日清・日露の戦勝の記念とし
て、一方の活人画は、在留外国人による上流階級のための余興として日本に広まり始めた
という。第六章では特に、その後の活人画の受容の有様が、明治三六年に開催された具体
的な舞台の分析をとおして考察される。舞台の詳細は、山本芳翠とその一門による当該活
人画舞台への多大な貢献を中心に、写真を伴って再構成されており、パリで本場の油絵技
法と舞台美術を学んだ芳翠による演出と美術が、当時画期的なものであったことが明らか
にされる。評者にとってはこの舞台の演目も、日本版ボッカッチョ『名婦列伝』のようで
新鮮だったが、その一方で、同年に歌舞伎座で行われた同じ演目の活人画興行では、活人
画というメディアそのものが、歌舞伎役者たちの芸を結果的に「殺して」しまうがゆえに、
不評に終わったことが示されており、受容の過程で生じた興味深い事象が、他にも多くの
同時代資料によって浮き彫りにされている。
第七章では、戦後の日本における裸体に対する検閲との攻防のなかで、活人画が、裸
体を見せるための恰好の土壌を提供したことが「額縁ショウ」という事例をとおして示さ
れる。「額縁ショウ」とは、裸体を、規制に見合った形で見せるために生み出されたもの
であるらしい。ショウの主催者は、額縁を伴った活人画という趣向に則って、泰西名画を
模倣させることで、裸体に正当性を与えることができた。そのため原作には、ボッティチ
ェッリやルーベンス、ゴヤやドガ、ロダンなどの名画・名品が選択されたという。また「額
縁ショウ」の立役者が、欧州で本場のレビューを実見し、いかにそれを日本で実現するに
至ったのか、その経緯が併せて明らかにされている。
このように本書は、通常であればなかなか光が当たらない、仮設凱旋門と活人画とい
う二つのものに光をあて、それらをある種の「文化装置」としてみなしながら、これら二
つのものが古今東西でいかなる役割を果たしてきたのかを論じており、祝祭や行列、余興
や見世物、国家的なイベントからショウにいたるまで、束の間に消えていくものの豊饒な
歴史と文化を教えてくれる。加えて、著者の対象に対する熱意が随所に感じられるために、
読み手も自然と本書で語られる「スペクタクルの力」に巻き込まれてしまうという、頗る
楽しい一冊となっている。
さらに、本書をもし視覚文化論として読むならば、本書に通底していたのは、これら
の装置が場所を変え、時を経てもなお常に「見る／見られる」という人間の欲求を刺激し、
媒介し続けてきたことだったと言うこともできるかもしれない。本書はわたしたちに「見
ること」／「見られること」が内包する楽しさや欲望、イデオロギーや政治性といったさ
まざまな要素について考えさせてくれると同時に、わたしたちが「時代の眼」と呼ぶべき
ものが、各時代においていかに培われ共有されてきたのかを発見させてくれる、読みごた
えのある一冊となっていることもつけ加えておきたい。
